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３．テーマ 

（１）柏崎周辺地域における後期鮮新世以降の褶曲形成史について 

（２）中越沖海域の褶曲形成史－褶曲帯の震源断層位置は推定できるか？－



４．委員会の状況  

柏崎地域の褶曲形成過程について，既往の調査結果に基づき，陸域と海域それ

ぞれについて報告された。  

 

（１）柏崎周辺地域における後期鮮新世以降の褶曲形成史について  

岸・宮脇（1996）による柏崎周辺地域における後期鮮新世以降の褶曲形成

史について説明が行われた。また，当該褶曲形成史と新潟県中越沖地震以降

に実施された多数の反射法地震探査及び海上音波探査結果との対比を行い，

褶曲形成史との整合性について説明が行われた。  

委員会では，柏崎周辺の陸域においては後期鮮新世以降主として褶曲が東

へ移動していること，各種地下探査の結果からも概ね整合的な説明が可能で

あることが確認された。  

 

（２）中越沖海域の褶曲形成史－褶曲帯の震源断層位置は推定できるか？－  

柏崎周辺の海域において複数の褶曲構造が存在し，褶曲形成時期はいつく

かのステージに区分できること，大局的には褶曲形成場は陸から海側へ移動

していったと考えられることが説明された。  

委員会では，海域でも陸域と同様に褶曲の移り変わりがあることが確認さ

れ，陸域と海域をつないだ褶曲形成史検討の必要性が認識された。  

 

 

以 上  


